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知. 高安動脈炎に合併した左冠動脈入口部を責任病変とする急性心筋梗塞の一例. 第174回日本循環器学会東北地

方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
草野亮太, 清水竹史, 佐久間裕也, 大原妃美佳, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 線維

筋性異形成による冠動脈高度狭窄病変に対し経皮的冠動脈形成術を施行した腎血管性高血圧症の一例. 第174回日

本循環器学会東北地方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
天海一明, 山田慎哉, 義久精臣, 根橋健, 野寺穣, 金城貴士, 三阪智史, 竹石恭知. 長時間心電図記録および

不整脈検出におけるシャツ型電極の有用性. 第174回日本循環器学会東北地方会; 20220604; 秋田/Web. 
 
野寺穣, 根橋健, 山田慎哉, 金城貴士, 竹石恭知. 心内シークエンスの明らかな変化なく、デルタ波の極性変化

をきたしたWPW症候群の1例. 第2回日本不整脈心電学会東北支部地方会; 20220716; 盛岡/Web. 
 
草野亮太, 武藤雄紀, 遠藤圭一郎, 黒沢雄太, 佐藤彰彦, 及川雅啓, 小林淳, 中里和彦, 竹石恭知, 藤宮剛, 
高瀬信弥, 横山斉. 右冠動脈起始異常を有する患者に対しTAVIを施行した一例. 第51回日本心血管インターベ

ンション治療学会東北地方会; 20220730; 山形. 
 
笠原慎也, 佐藤彰彦, 上田捷太, 大橋尚人, 和田健斗, 佐藤崇匡, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. 高安動脈炎に合併した左冠動脈入口部を責任病変とする急性心筋梗塞の一例. 第51回日本心血管インターベ

ンション治療学会東北地方会; 20220730; 山形. 
 
片平正隆, 清水竹史, 黒沢雄太, 喜古崇豊, 佐藤彰彦, 小林淳, 新城宏治, 藤宮剛, 八巻尚洋, 中里和彦, 
竹石恭知. 左主幹部高度石灰化病変を責任病変とする非ST上昇型心筋梗塞に対し、左腋窩動脈より Impella挿入

下にPCIを施行したLeriche症候群の一例. 第51回日本心血管インターベンション治療学会東北地方会; 
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20220730; 山形. 
 
大原妃美佳, 片平正隆, 武藤雄紀, 三浦俊輔, 小林淳, 竹石恭知. オシメルチニブによるCTRTD（がん治療

関連心機能障害）を発症した1例. 第175回日本循環器学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
磯松大介, 佐藤崇匡, 上田捷太, 岡部亮斗, 鈴木喜敬, 廣坂諒, 池田彩乃, 大橋尚人, 大原妃美佳, 黒沢雄

太, 和田健斗, 君島勇輔, 佐藤彰彦, 清水竹史, 藤宮剛, 横山斉, 竹石恭知. ヘパリン起因性血小板減少症を

合併し長期 IMPELLA®管理後に植込型補助人工心臓移植術を行った重症心不全の1 例. 第175回日本循環器学会

東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
大和田光司, 山田慎哉, 片平正隆, 根橋健, 野寺穣, 金城貴士, 竹石恭知. 右室同期左室ペーシングが有効だ

った間欠性左脚ブロックの一例. 第175回日本循環器学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
小河原崚, 三阪智史, 市村祥平, 冨田湧介, 佐藤悠, 三浦俊輔, 横川哲朗, 阿部諭史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 
小林淳, 義久精臣, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 拡張型心筋症における好中球細胞外トラップ

（NETs）の意義：心筋生検検体を用いたアプローチ. 第175回日本循環器学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
佐久間裕也, 阿部諭史, 小河原崚, 遠藤圭一郎, 清水竹史, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 好
酸球性多発血管炎性肉芽腫症を契機とした好酸球性心筋炎の一例. 第175回日本循環器学会東北地方会; 
20221203; 仙台. 
 
西浦司人, 及川雅啓, 佐藤悠, 横川哲朗, 佐藤彰彦, 小林淳, 義久精臣, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 
竹石恭知. 低流量低圧較差重症ASによる繰り返すうっ血性心不全にTAVIが著効した一例. 第175回日本循環器

学会東北地方会; 20221203; 仙台. 
 
大橋尚人, 及川雅啓, 佐藤栄奈, 佐久間裕也, 武藤雄紀, 阿部諭史, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 竹石恭

知. 閉塞性肥大型心筋症に合併した全身性アミロイドーシスの一例. 第8回日本心筋症研究会; 20220514; 高知. 
 
武藤雄紀, 草野亮太, 小河原崚, 三浦俊輔, 佐藤彰彦, 阿部諭史, 及川雅啓, 小林淳, 石田圭一, 藤宮剛, 
高瀬信弥, 横山斉, 竹石恭知. TAVI後に左室流出路狭窄による重症僧帽弁閉鎖不全症を認めた一例. ストラクチ

ャークラブ・ジャパン ライブデモンストレーション2022; 20220909-10; 岡山. 
 
及川雅啓, 佐久間裕也, 佐藤栄奈, 大橋尚人, 武藤雄紀, 小林淳, 杉本浩一, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆

史, 竹石恭知. 慢性血栓塞栓性肺高血圧症を合併し肺動脈バルーン拡張術が著効したG6PD欠損症の一例. スト

ラクチャークラブ・ジャパン ライブデモンストレーション2022; 20220909-10; 岡山. 
 
冨田湧介, 安齋文弥, 三阪智史, 小河原崚, 市村祥平, 和田健斗, 君島勇輔, 横川哲朗, 竹石恭知. 心不全に

おけるN-ミリストイル化を介した蛋白質翻訳後修飾の役割と心不全の新規治療開発. 第10回Heart Science 
Club; 20221001; Web. 
 
佐久間裕也, 清水竹史, 池田彩乃, 大原妃美佳, 小林淳, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 線維

筋性異形成による冠動脈高度狭窄病変に対しPCIを施行した腎血管性高血圧症の一例. 第56回Cardiovascular 
Intervention Conference (CIC) ; 20220319; Web. 
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若松大樹, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉, 中里和彦, 
竹石恭知. 高度肺高血圧をともなう未加療の成人期部分肺静脈還流異常症への統合的治療. 第42回福島心疾患治

療談話会; 20220521; Web. 
 
佐藤崇匡, 藤宮剛, 横山斉, 竹石恭知. 福島県立医科大学附属病院における植込型補助人工心臓治療の現況. 第
42回福島心疾患治療談話会; 20220521; Web. 
 
野寺穣, 根橋健, 山田慎哉, 金城貴士, 竹石恭知. 心室期外収縮と持続性心房細動のアブレーションを一期的に

行い、心機能の改善が得られた不整脈誘発性心筋症の一例. 第19回福島不整脈懇話会; 20220707; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
竹石恭知. 循環器領域における高齢化と先進医療：高齢者心不全の治療戦略. 福島県近代医学教育150年顕彰記念

シンポジウム; 20220611; 福島/Web. 
 
竹石恭知. JAK2V617F変異クローン性造血と肺高血圧症（シンポジウム）. 第22回日本抗加齢医学会総会; 
20220617-19; 大阪/Web. 
 
義久精臣, 君島勇輔, 竹石恭知. 心不全患者における心血管イベント予測に関するSoluble Fibrin Monomer 
Complexの有用性（シンポジウム）. 第44回日本血栓止血学会学術集会; 20220623-25; 仙台/Web. 日本血栓止血

学会誌. 33(2):190. 
 
義久精臣, 三阪智史, 竹石恭知. 心不全の睡眠呼吸障害に対するASV（ワークショップ）. 日本睡眠学会第47
回定期学術集会; 20220630-0701; 京都. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 大原妃美佳, 阿部諭史, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石

恭知. アントラサイクリン治療関連心機能障害発症はがん予後悪化の予測因子となる（シンポジウム）. 第70回

日本心臓病学会学術集会; 20220923-25; 京都. 
 
〔特別講演〕 
 
竹石恭知. 特別講演：Onco-Cardiologyへの取り組み～CAT領域に対する抗凝固療法～. Onco-Cardiology Web 
Seminar; 20220421; Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：薬剤性心筋症－Onco-Cardiologyへの取り組み－. 第72回新潟心不全研究会; 20220729; 
新潟/Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：心不全パンデミックにおける高齢者心不全の治療戦略. WEBカンファレンス; 20221130; 
Web. 
 
〔その他〕 
 
竹石恭知. 併存疾患を踏まえた心不全治療戦略の必要性とベリキューボへの期待. m3.com MR君（ベリキュー

ボ Vol.15）; 20220701; Web. 
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